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（論文審査の要旨） 
学位論文「The influence of denture usage/management, surface roughness of denture, and host 
factors on denture calculus formation」について、上記の主査 1名、副査 2名が個別に審査を行っ
た。 

























ヨ社製 SURFTEST SJ-210を使用して、 カットオフ値を 0.8mm の条件で測定した。 わずかに義歯表面は湾










 (今回の考察では、 歯石様沈着物の有無に関して 個々の要因の差と全因子の影響度合についての解析を




















られる傾向があったが、 各群の中でもばらつきが多く、 有意な差は認められなかった。  使用期間も
要因の一つであるとは思うが、 今回の結果で、 明らかになった義歯使用・管理方法と義歯表面粗さに
関して指導と研磨を行う必要があると考えられる。) 
 
主査の弘中委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさらに確
認するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
 
